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＜連絡事項＞
・Cユニットドア新しくなりました。ベットが通れなくなっています。診察室にストレッチャーを置いているので患者移動時は使用して下さい。
・診察室窓に遮光シート貼っています。パソコンの画面の見ずらさがありましたら報告をお願いします。
・今後風呂用のストレッチャー稟議書あげ購入依頼していく予定。
・入浴日や医師診察日等今後徐々に変更していく予定。
・患者様が破損したものがあった時はタイムリーに家族様で連絡するようにして下さい。

＜入室状況＞
【転出】
・馬場　日出子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット26号室
・久保　渥男様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Aユニット116号室
・鶴山　昌子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Dユニット204号室


＜患者様連絡事項＞
・清川　一男様～退院延期となる。家族様施設入所検討していきたいとのこと。村上Drよりサービス調整等の退院支援を進めていくよう指示あり。

・淵澤　和子様～昨日のCT検査の結果、圧迫骨折の所見あり。ADLの状態からいつ受傷したものであるかは不明だが、柞木田Drより家族様に状態説明の指示うけ、長男様へ連絡。以前にも数回転んでいるし、岩手医大に目の手術で入院したときもベットから落ちたことがあったと。整形外科を受診しての精査や治療は今のところ考えていないが状態変化あればまた検討していきますと返答あり。

・中居　伊佐男様～主食大盛から普通盛りに変更（本人希望あり）

・伊藤　宏美様～状態は安定してきている。腹痛、出血、梅毒の精査のため内科と婦人科の受診ついて柞木田Dｒから夫・本人様に説明される。今後の予定として8/21-22　外泊訓練、8/22　16：30帰院後、外泊中の状態確認。8/23　外来終了後本人様を柞木田Dr診察し、精神症状が安定していれば、退院許可予定。（退院の可否については、夫様に15-17時の間で病棟スタッフから電話連絡することとなる）8/24　13時自宅退院。9/2　10時外来受診予定（医事連絡済）

・田名部　幸子様～壁に頭を打ち付ける行為や大声、感情失禁続いていること金Drに状態報告する。本日よりオランザピン追加処方となり、経過観察の指示受ける。

・藤井　孝蔵様～右下腿熱感、腫脹見られており触知時疼痛訴え聞かれている。 主治医へ報告しダイフェン配合錠 1 錠 連日投与となり、処方となる。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。不潔、異食行為なく経過。開放観察中迷惑行為自制できず早めに開放終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。開放中来詰頻回。説明するが行動自制できず、早めに開放終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。脱衣等性的逸脱なくスタッフ対応も穏やか。礼節持った行動とることができている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。自室内で放歌、脱衣、徘徊あり落ち着きない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Dｒ診察情報＞
・三浦　榮子様～アムロジピンＯＤ錠（5） 1 錠 、オルメサルタンＯＤ錠（20） 0.5 錠、デエビゴ（5）1錠追加処方となる。

・山谷　由香様～オランザピン中止となる。

以外の患者様指示変更なし。

<入院患者情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和6年8月21日　15：55
　氏　　名：榎木平 峰子（えのきだいら　みねこ ）様
　生年月日：昭和53年3月19日（46歳)
　病　　名：統合失調症疑い、不眠症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr（サポート医：柞木田Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　R6年7月２９日、めまい、足首など痺れあり。倒れてしまい７月３０日おっとも脳神
経クリニック受診し、八戸市立市民病院へ紹介され受診される。“低カリウム血症”に
て8/2まで入院加療している。飲酒量多さもこの時に指摘を受けている。退院後、体の
四肢が動かず、物忘れがひどくなっている。また介護は歩行困難もあり介助を要し、
おむつの着用や娘の力を借りての入浴を行っている。8/17夜に本人には自分たちに見
えないものが見えていて、「圧縮されて小さくなっている。」などの発言も聞かれて
いる。その日は全く寝ず、家族が交代で本人の様子を見ている。朝の6時頃にようや1
時間ほど寝ている。
その他の困りごととしては以前から、家の外（敷地内）で考え事をしたがる（家の外
で喫煙しているのも影響）を挙げている。本日令和6年8月21日当院初診、診察の結果
、幻覚、幻聴がひどく、精査、緊急治療必要ありと診断され東病棟合併症室に医療保
護入院とする。　　　

